
令和７年度第３回越前町地域公共交通活性化協議会 

日時：令和７年１２月１９日(金) 

午後２時から 

場所：越前町生涯学習センター２階 

会 議 次 第 

１．開会 

 

 

２．協議事項 

（１）生活交通確保維持改善計画一次評価について 

（２）京福バス「西田中宿堂線（天王～福井駅）」の廃止について 

（３）第二次越前町地域公共交通計画(案)について 

 

 

３．報告事項 

（１）デマンドタクシー乗降地点の名称変更について 

 

 

４．その他 

 

 

 

５．閉会 
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（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

朝日自動車株式会社

朝日デマンドタクシー
　運行区域：朝日地区
　運行日：月～金（土日祝・年末年始運休）
　利用方法：会員登録制、完全予約制
　運行時間：平日9時出発～16時出発便
　指定停留所：26箇所（ﾄﾞｱﾂｰﾄﾞｱ方式）
　運賃：500円/1乗車（一般・高校生）
　　　 　その他高齢者割引等あり

昨年実施したアンケート結果及
び利用状況を踏まえつつ、適切
なサービス内容となるよう、次期
公共交通計画における持続可
能な交通体系の検討を進めた。

A

タクシー事業者による適切な運
行が実施された。

B

計画運行回数729回、目標人数
1,000人に対し、今年度実績は
606回、678人であった。
目標値には届かなかったが、運
行回数・利用人数ともに前年実
績を上回った。

アンケート結果を次期公共交通計画に
反映し、運行区域の統合・予約待ち時
間の短縮・運行時間設定の改善を予
定している。
町内交通ネットワークを見直し、利便
性向上を図ることで公共交通利用者の
維持を図る。

有限会社日の丸タク
シー

宮崎織田デマンドタクシー
　運行区域：宮崎地区・織田地区
　運行日：月～金（土日祝・年末年始運休）
　利用方法：会員登録制、完全予約制
　運行時間：平日9時出発～16時出発便
　指定停留所：30箇所（ﾄﾞｱﾂｰﾄﾞｱ方式）
　運賃：500円/1乗車（一般・高校生）
　　　 　その他高齢者割引等あり

昨年実施したアンケート結果及
び利用状況を踏まえつつ、適切
なサービス内容となるよう、次期
公共交通計画における持続可
能な交通体系の検討を進めた。

A

タクシー事業者による適切な運
行が実施された。

A

計画運行回数1,215回、目標人
数1,700人に対し、今年度実績は
1,327回、1,686人であった。
運行回数は目標値を上回ったも
のの、移動距離が短く乗合が発
生しにくい状況のため、利用人
数は目標値を若干上回ることが
できなかった。

アンケート結果を次期公共交通計画に
反映し、運行区域の統合・予約待ち時
間の短縮・運行時間設定の改善を予
定している。
町内交通ネットワークを見直し、利便
性向上を図ることで公共交通利用者の
維持を図る。

越前町地域公共交通活性化協議会

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

資料No.1  
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（別添１－２）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

越前町地域公共交通活性化協議会

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

　
　越前町においては、越前町南西部からＪＲ北鯖江駅・ＪＲ武生駅に福井鉄道バスが運行しており、町内には鉄道駅がないため、民間の路線バスを幹
線系統と位置づけ、それに接続するコミュニティバスで交通網が形成されている。路線バスは主に高校生の通学と高齢者の通院の広域移動に、コミュ
ニティバスは主に高齢者の日常の移動に利用されている。
　しかしながら人口減少と高齢者の自動車免許保有率の高止まりにより、公共交通機関利用者数は減少を続け、路線バス、コミュニティバス事業の収
支悪化による行政負担の増加で便数の減便を余儀なくされている状況から、一部コミュニティバスに代えてデマンドタクシーを運行し、利便向上と運行
収支の改善を目指した。
　その間、コロナ禍によるさらなる公共交通利用者の減少、運転士不足による路線バスの大幅な減便廃止もあり、地域公共交通の置かれている状況
は刻々と変化して
いるが、持続可能な公共交通を実現していくためには、地域公共交通確保維持事業により、地域間幹線ネットワークの拠点である西田中バスターミナ
ル、織田バスターミナルと接続するフィーダー系統を確立し、住民の生活交通手段を維持存続させていく必要がある。
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別添４

目標
目標を達成するための取

組
調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

公共交通利用者数：
R1年度243,000人➡R7年
度230,000人

通学定期購入に対する補助
や、高齢者の運賃補助で利
用促進に努める

事業者提供情報
及び利用実績に
より計測

・R7　207,000人（見込）
コロナ禍以前の利用者数には戻
らず、目標達成には厳しい状況
であるが、利用者の減少は若干
下げ止まり傾向にある

引き続き定期券購入に対する支援を継続す
るほか、各地域で公共交通に関する勉強会
等を行い、利用促進に努める

１便当たりの利用者数
（定時定路線）：
R1年度4.6人/便➡R7年度
7.0人/便

R4デマンドタクシー導入によ
り、低乗車率のコミバス路線
を廃止
高齢者割引、免許返納者の無
料乗車券で利用促進に努める

利用実績・乗車
人数調査により
計測

・R7　3.5人/便（見込）
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ導入によるR4低乗車
率路線廃止により数値はやや改
善したが、目標達成には厳しい
状況

引き続き、高齢者割引や免許返納者への無
料乗車券提供を行い、利用促進に努める
利便性向上を目指した新たな交通体系を検
討する

公共交通に対する越前町
負担金：
R1年度103,829千円➡R7
年度90,000千円

路線バスにおける低乗車率
の路線の整理や、重複区間
路線の集約

毎年の決算によ
り計測

・R7　84,424千円（見込）
路線バスの減便廃止により、路
線バス維持に係る費用は前年よ
り大きく減少

コミバスの見直しや路線バスの減便廃止に
より、計画策定当初と同等の費用負担で抑
えられているが、物価高騰化は年々進んで
おり、交通体系適正化の検討は引き続き必
要である

公共交通カバー率：
H27年度90％➡R7年度
100％

ドアツードア方式のデマン
ドタクシー導入で全集落を
カバー

計画最終年度に
実施する調査に
より計測

・R7　97％
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰを導入していない越
前地区において、一部バス停ま
で300ｍ以上距離がある人も存在

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰの導入により、集落のカバー率
は100％であるが、地域によっては交通空
白となる時間帯もあり、今後新たな交通体
系の構築も含め、運行の効率化を検討

公共交通に対する満足度：
◆町民全体
R1年度21％➡R6年度45％
◇公共交通利用者
R1年度56％➡R6年度70％

ドアツードア方式のデマン
ドタクシー導入などで利便
性の向上を目指す

町民意識調査
（総合振興計画
内での実施）・
町民アンケート
調査により計測

◆R6町民全体　　　　14％
◇R6公共交通利用者　20％
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰの認知不足や路線バ
スの減便廃止により、満足度が
大きく低下

公共交通利用者の目線に立って利便性の向
上を目指し、町民に広く周知を図ること
で、公共交通利用の意識啓発と利用促進を
図る

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、 参考資料として添付して下さい。

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

越前町地域公共交通計画の評価等結果（R6年10月～R7年9月）
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協議事項 （２）京福バス「西田中宿堂線（天王～福井駅）」の廃止について

１　協議内容 西田中宿堂線（天王～福井駅）の廃止

２　廃止する時期 令和8年3月31日（火）　

３　運行概要

天王 6:38 福井駅 17:55

： ：

ﾌﾟﾗﾝﾄ3 6:57 ﾌﾟﾗﾝﾄ3 18:23

： ：

福井駅 7:29 天王 18:53

※平日往復1便のみ

４　利用状況 R7.4月～9月までの町内区間のIC利用者は次のとおり。

　【参考:全区間利用者数】

　・運行事業者聞き取りによると、町内における主な利用者は、乙坂(IC利用)と気比庄(現金)から乗車する2名。

　　帰りはほぼ利用がない。

　・昨年10月の減便以降、高校生の定期券購入による補助申請はないが、7時台の清水ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝの利用者が

　　増加しており、ﾌﾟﾗﾝﾄ３までの送迎により、ﾌﾟﾗﾝﾄ３から清水ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝでのバス通学に切り替えた高校生が

　　一定数いると思われる。

５　代替手段 鯖浦線から神明駅あるいは北鯖江駅を経由する福井市内への移動をお願いすることで

代替交通なし。

天谷～天王区間はR6.9月末で廃止。

ﾌﾟﾗﾝﾄ３から福井駅方面は、清水ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝと同じ経路になっている。

昨年行われた県内全域の路線バス見直し(案)は「全便廃止」であったが、利用者の主な通学

先である科技高を経由する路線であったため、年度途中の廃止とならないよう、利用者に考慮

し、令和8年3月末の期限付きで平日往復1便の運行を確保していた。

上り 下り

資料No.2  

福井駅17:55発　➡　天王18:53着

【降車人数】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

天王 1 1 2

内郡 1

西田中 2

西田中BT

朝日郵便局前 1 2 1 1

気比庄

市 1

乙坂 2 3 2 1 3

IC利用合計 2 5 7 4 2 4

（IC利用）① 954 927 1,029 1,031 718 948

（全体）② 1,178 1,107 1,200 1,257 873 1,165

現金利用②－① 224 180 171 226 155 217

－4－







報告事項 　（１）デマンドタクシー乗降地点の名称変更について

　○公共施設の新設・廃止・移転により、デマンドタクシーの乗降箇所の名称を変更する。

【朝日区域】

 　１３　幸若苑　➡　廃止

　　　３　朝日コミュニティセンター　➡　いきいきセンター

　　　７　社会福祉センター　➡　社会福祉センター・ニジハコ

資料 No.3

❽

❻

❷

❺

❸

❼

❹

❷越前町役場

❸朝日コミュニティセンター

➡いきいきセンター

❹鯖江警察署丹生分庁舎

❺町立図書館

❻朝日郵便局

❼社会福祉センター

➡社会福祉センター・ニジハコ

13

幸若苑：廃止

13

地域交流センター（ニジハコ）

社会福祉センター いきいきセンター

－7－


